
        

シンクイムシ類・ハダニ類が 6月中旬から早期発生中です。盛夏期の多発を防ぐため早めの抑制対策（殺ダニ剤混用）を

講じてください。また、梅雨期間は、果実腐敗性病害の感染拡大に好適な高温・多湿状態が続きます。この期間の薬剤散布

が遅れると一気に病害が感染拡大します。予防散布を徹底してください。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散布時期：6月 20～25日 

散布薬剤：水               １００㍑ 

展着剤             １０ml ＊注意事項②参照 

ダニゲッターフロアブル    ５０ml（前日、1回）  ＊注意事項③参照 

キノンドーフロアブル    １２５ml（14日前、4回） 

オーソサイド水和剤８０   １２５ｇ（14日前、6回） 

○劇  スプラサイド水和剤       ６６ｇ（30日前、2回） ＊注意事項④参照 

スイカル             １００ｇ（カルシウム剤） 

散 布 量：10a当り 600 ㍑  

対象病害虫：炭疽病、輪紋病、斑点落葉病、褐斑病  

ハダニ類、シンクイムシ類、ハマキムシ類、カメムシ類、クワコナカイガラムシ他 

 注意事項 

① 曇天・降雨が続く場合は、上記の目安時期より前倒して散布する。 

② 通常展着剤（ハイテンパワー等）に代えて、機能性展着剤ササラ 2,000倍（100㍑に 50ml）を使用すると薬液

の広がりがよくなり、散布後の乾きも早くなる効果が期待できる。 

③ ダニゲッターフロアブルはぶどうに飛散すると新梢停止等の薬害が生じる場合があるので注意する。 

④ スプラサイド水和剤は劇物登録薬剤です。購入の際は印鑑をお持ちください。 

⑤ 炭疽病・輪紋病対策：6月末にオキシラン水和剤 500倍（14日前、4回）を特別散布する。 

⑥ 6月末まではサビの発生しやすい時期なので高温時の散布は避ける。 

⑦ カルシウム剤「スイカル｣は、ビターピット・果実軟化防止や果実からの油上がり予防、果実の日持ち性向上、

新梢の徒長抑制などに効果があるので、必要により加用する。尚、スイカルに代えてストピットⅡの 500倍を

使用してもよい。 

りんご 6月下旬の薬剤散布（前回より 15日後） 
 

No.6 

平成 29年 6月 16日 

ＪＡ中野市営農センター 

ＪＡ中野市りんご・もも部会 

 散布日：6 月  日 

 散布量：    ㍑ 

 次回（7 月上旬）薬剤散布予定：7/5～10 

梅雨最盛期の褐斑病・炭そ病やシンクイムシ類対象の薬剤散布です。 

 次頁もお読みください。（殺ダニ剤の選択・葉面散布資材使用例記載） 



 りんご殺ダニ剤の選択について 

○：効果ある  △：効果やや劣る  ×：効果ない 

薬剤名 倍率 
使用 

基準 

使用 

回数 

IRAC 

コード 

種類に対する効果 ステージに対する効果 

リンゴ 

ハダニ 

ナミ 

ハダニ 
卵 幼若虫 成虫 

ピラニカ水和剤 2000 21 日前 1 回 21 ○ × ○ ○ ○ 

カネマイトフロアブル 1000 7 日前 1 回 20 ○ ○ ○ ○ ○ 

マイトコーネフロアブル 1000 前日 1 回 20 ○ ○ △ ○ ○ 

オマイト水和剤 750 3 日前 1 回 12 ○ ○ ○ ○ ○ 

コロマイト乳剤 1000 前日 1 回 6 ○ ○ ○ ○ ○ 

ダニゲッターフロアブル 2000 前日 1 回 23 ○ ○ ○ ○ △ 

スターマイトフロアブル 2000 前日 1 回 25 ○ ○ ○ ○ ○ 

ダニサラバフロアブル 1000 前日 2 回 25 ○ ○ ○ ○ ○ 

ダニコングフロアブル 2000 前日 1 回 25 ○ ○ ○ ○ ○ 

① 殺ダニ剤ローテーションについて（Ｈ29） 

6 月下旬（6/20～25 頃）：ダニゲッターフロアブル（初期密度抑制・殺卵・殺幼虫効果あり） ⇒  

7 月下旬（7/20～25 頃）スターマイトフロアブル（速効的・成虫に効果あり・残効 14 日程度）⇒  

8 月下旬（8//20～25 頃）：コロマイト乳剤 1,000 倍（速効的・成虫に効果あり・残効短い） 

② ダニゲッター（ダニサラバ）は成虫に対してやや遅効的効果を示す。散布 7 日後以降に効果が発現する。 

③ ダニサラバ・スターマイト・ダニコングは同一薬剤系統である。抵抗性回避のため、いずれかを年 1 回のみ使用とする。 

④ バイスロイド EW 等の合成ピレスロイド剤は、殺ダニ登録はあるが効果はほとんどないので、盛夏期のシンクイムシ類

対策として使用する。（抵抗性が出現しやすいため、合成ピレスロイド剤は年 2 回の使用とする） 

 

 6 月の葉面散布資材使用例 

苦土欠乏症状等改善、健全葉育成を目的に各資材を選択使用してください。（定期散布農薬と混用可能） 

＊N-窒素、P-リン酸、K-カリ、Mｇ-苦土、Mｎ-マンガン、B-ホウ素 

商品名 保証成分量 使用目的 
倍率 

(倍） 

価格 

（円） 

規格 

(包装単位） 

500 ㍑当り 

薬剤費(円） 

グリーン 

デイズ 

（おすすめ！） 

水溶性苦土 16％ 

水溶性ﾏﾝｶﾞﾝ 9.0％ 

水溶性ホウ素 2.5％ 

苦土等補給 

葉の健全化 

品質向上他 

1000 1,491 1 ㎏ 745 

ビックマグ 水溶性苦土 23％ 
苦土補給 

葉の健全化 
1000 1,146 1㎏ 573 

グリーン 

トップ 70 
水溶性苦土 23％ 

苦土補給 

葉の健全化 
500 

1,334 

2,228 

2㎏ 

5㎏ 

667 

445 

ビビット 

グリーン 

水溶性苦土 4％ 

海藻ｴｷｽに NPK配合 

苦土等補給 

葉の健全化 

光合成促進 

500 

1,393 

4,271 

7,305 

1.2㎏ 

5㎏ 

10㎏ 

1,160 

854 

730 

液体硫酸 

マンガン 
水溶性ﾏﾝｶﾞﾝ 13.5％ マンガン補給 200 1,023 1㎏ 2,558 

葉
よう

友
ゆう

 

N-5 ％ 、 P-0.1 ％ 、

K-0.3％ 

高濃度綜合ｱﾐﾉ酸 

光合成促進 

花芽充実 
2000 

4,039 

15,444 

72,749 

1ℓ  

4ℓ  

20ℓ  

 

2

0

ℓ  

1,009 

965 

909 

 


